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生 と 生 殖 に 関 す る 健 康 と 権 利  

 ～ 若 い 女 性 の エ ン パ ワ メ ン ト ～  

 

雀部 真 理  

（ 日 本 YWCA 運営 委員 ／ 人 権ジ ェ ン ダ ー 委 員 長 ・大 阪 YWCA 会員 ）  

 

◇ 自 己 決 定 に 始 ま る 包 括 的 性 教 育  

1980 年 代後 半 、大 阪 YWCA の 国 際部 担当 職 員 とし て 、世 界 YWCA 機

関誌 『 コ モン ・ コ ン サー ン 』 の翻 訳 チ ー ムに 関 わ って い た と き、 誌 上で

紹介 さ れ てい た ジ ャ マイ カ YWCA の『 NEET プロジ ェ ク ト 』に心 惹 かれ

まし た 。NEET は TEEN を逆 さ にし た 名 称で 、10 代 の 少女 た ちの た め の、

今 で い う 包括 的 性 教 育プ ロ グ ラム で し た 。  

90 年 代 に 、ソ ロ モ ン諸 島 YWCA で 少 女対 象 の トレ ー ニ ン グプ ロ グラ

ムを 企 画 した と き 、この NEET プ ロ ジェ クト の カ リキ ュ ラ ム を大 い に 参

考に さ せ ても ら い ま した が 、 その 最 初 の 項が 「 自 己決 定 」 で した 。 今日

何を 着 る か、 誰 と 出 かけ る か …、 私 た ち の生 活 は 小さ な 決 断 の連 続 。一

人ひ と り は自 分 の 人 生の 決 定 者な ん だ よ 、と い う とこ ろ か ら 始ま る ので

す。 そ し て、 自 分 の 気持 ち を 大切 に す る こと 、 自 分の か ら だ を大 切 にす

るこ と 、 自分 の 権 利 を知 る こ と、 困 っ た とき は 助 けを 求 め る こと … など

など な ど など 。  

unexpected  p regnancy  を ど う 訳 す か 。 こ の 話 題 が 今 ほ ど 一 般 的 で な

い中 、 予 期せ ぬ 妊 娠 、望 ま な い妊 娠 … な ど、 迷 い なが ら の 作 業。 性 知識

や避 妊 手 段や 対 等 な 関係 性 が ない 中 で 一 方的 に 少 女の 側 に 生 じる 妊 娠と

いう 結 果 を、どう 防 ぐか 。その 答 えが「 自己 決 定 に始 ま る 包 括的 性 教 育」

と理 解 し まし た 。  

 

◇ SRHR  と  R ise  Up! 

性 と 生 殖 に 関 す る 健 康 と 権 利 。 英 語  ［ Sexual  and  R eproduct ive  

Heal th  and  Rights］の 頭 文 字か ら SRHR と表 記 さ れる こ の概 念 は 、基

本的 人 権 の一 つ で あ り、世 界 YWCA 発 行の *『 Rise
ラ イ ズ

 Up
アップ

!グ ロ ーバ ルガ イ

ド』 の 中 心テ ー マ の 一つ で も あり ま す 。  

こ の ガ イ ド 本 を 手 掛 か り に 、 世 界 YWC A に 加 盟 す る 多 く の 国 ・ 地 域

YWCA で 、 Rise  Up！の 取 組 みが 広 が っ てい ま す 。少 女 た ち に「 立 ち上

が れ ！ 」 と 呼 び か け 、 単 な る リ ー ダ ー シ ッ プ で は な く 、 trans formative  



l eadership  ＝  社 会 を 変 え て い く 、 変 革 へ の 力 と な る リ ー ダ ー シ ッ プ を

育て よ う とし て い る ので す 。日 本の YWCA でも 、 2019 年に CSW（ 国連

女性 の 地 位委 員 会 ） に派 遣 さ れた ユ ー ス を中 心 に 、東 京 を 含 むい く つか

の地 域 YWCA で Rise  Up！ の 活 動 が始 ま って い ま す。SRHR 以外 の テ ー

マを 扱 う チー ム も あ りま す が 、中高 生 に 対し て 、Rise
た ち

 Up
あがれ

！ と 呼 びか け、

変革 の た めの リ ー ダ ーシ ッ プ を培 っ て い るの は 共 通で す 。  

 

◇ プ ロ ラ イ フ ／ プ ロ チ ョ イ ス  

米 国 の い く つ か の 州 で 進 む 妊 娠 中 絶 非 合 法 化 の 動 き が 注 目 さ れ ま す 。

キリ ス ト 教右 派 を 中 心に 、受精 が 生命 の 始ま り と 考え 、「 生 命尊 重 」ゆ え

に妊 娠 中 絶に 反 対 す るプ ロ ラ イフ 派 。 妊 娠・ 出 産 につ い て は 女性 本 人に

選択 権 が ある と 考 え 、妊 娠 中 絶を 権 利 と する プ ロ チョ イ ス 派 。こ の 二者

対立 と 捉 えら れ ま す が、 プ ロ チョ イ ス が 生命 を 軽 んじ て い る わけ で はあ

りま せ ん 。産 む こ と を選 べ な い事 情 や 、 男性 の 無 責任 さ の 結 果と し ての

妊娠 を 女 性だ け が 背 負う 理 不 尽さ の 中 、 たと え 自 分の 信 条 が 生命 最 優先

であ っ て も、 そ れ を 他者 に 押 し付 け て は なら な い 、権 利 は 保 障す べ きと

いう の が プロ チ ョ イ スだ と 考 えま す 。米 国 YWCA は 長 年 プロ チョ イ ス の立

場を 明 示 し、 運 動 の 中に 位 置 づけ 、 常 に 声を 上 げ てい ま す 。  

 

◇ 日 本 の YWCA の今 と こ れ か ら  

2020 年 の 全国 総 会 で日 本 YWCA は 、 平和 で 公 正な 社 会 を 女性 の リー

ダー シ ッ プで 実 現 す るビ ジ ョ ンを 掲 げ 、 その た め にす る こ と (=ミ ッ ショ

ン )を 若 い 女 性 の エ ン パ ワ メ ン ト と 定 め ま し た 。 加 盟 す る す べ て の 地 域

YWCA が 、この ミ ッ ショ ン に 立っ て 力 を 合わ せ る こと が で き るよ う 推進

する の が 、日本 YWCA 人権 ジェ ン ダー 委員 会 の 任務 と 考 え 、日 夜励 ん で

いま す 。  

日本 の YWCA の中 では 、SRHR は比 較 的新 し い テー マ の よ うに 思 わ れ

ます が 、世 界の YWCA 運動 の中 で は 、あら ゆ る 女性 の エ ン パワ メ ン トの

いわ ば 1 丁目 1 番 地 とし て 長 年取 り 組 ま れて い ま す。 こ の こ とへ の 思い

を強 め 、 全国 の 仲 間 と共 に 手 を携 え 、 励 まし 合 っ て進 ん で い きた い もの

です 。  

 

＊『 若 い 女性 の 変 革 をも た ら すリ ー ダ ー シッ プ の ため の グ ル ーバ ル・

ライ ズ ア ッ プ （ Rise  Up）・ ガイ ド 』  

 


